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水質総量規制の実施について
　本年7月1・日を期して，化学的酸素要求量（COD）に係る水質総量規制が実施された。岡山大学
では津島キャンパスがこの規制の対象となっているが，その対応策については全学的な問題として
岡山大学公害防止対策委員会で審議・立案され，具体化の方向へ進行しつつある段階なので，ここ
では省略する。
　ζころで，自然科学系各講座・研究室等において，教育・研究活動などに伴って排出される無機
系及び有機系実験廃液の保管・処理等を通じて本施設と何らかの関わりを持つ技術指導員の方々に
対しては，本施設を利用して処理じている濃厚廃液とは別途に実験洗浄排水が存在することを再認
識していただきたいと思う。可能な限り，使用薬品・実験方法・実験設備などを検討し，用水と排
水にも配慮して実験計画を作成すべきであろう。むだな水の使用を極力抑え，多種多様の排水を区
分して処理の必要なものと，不要なものとに分別する努力が望まれる。さらに処理の必要なものに
ついては，環境管理施設への搬入が前提となるので，高濃度のものと，低濃度のものとを分けるこ
となども徹底してほしい。
　このようにして分類・貯留に努めても，研究実験上流しへの廃棄がどうしても避けられない，比
較的低濃度の実験洗浄排水が存在することは否定できない。そこで，一般によく利用されている有
機化合物について，その毒性及び生物分解性と1％水溶液のCOD値を示した一覧表を，表1に示
したので参考にしていただきたい。
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表1　有機化合物の毒性・生分解性・COD
」
＊ ＊＊ 1％水溶液
物　　質　　名　　　　示　　性　　式 96時間TL出値生分解性 のCOD値（㎎／の （％） （㎎／の
ぎ　　　酸　　　　　HCOOH ．175 55 490
酢　　　　酸　　　　　　　CH3COOH 100 80 740
プロピオン酸　　　　　CH3CH2COOH 1000 50 1300
アセトニトリル　　　　　CH3CN 1000 ｝ 一
ジメチルホルムアミド　　HCON（CH3）2 一 一 1000
ピリジン　　　　　　　　　C6H5N 1300 0 一
クロロホルム　　　　　　CHCI3 ＜10 一 一
フタル酸　　　　　　　　　　　C6H4（COOH）2 一 60 一
乳　　酸　　　　　　　CH3CH（OH）COOH 190 60 4200
くえん酸COOH、CH2C（OH）COOH・CH2．COOH．H20185 55 4QOO
酒石酸　　　　　　　　〔CH（OH）COOH〕2 一 60 4900
ステアリン酸ナトリウム　CH3（CH2）16COONa 一 30 一
ホルムアルデヒド　　　　HCHO 25 45 1900
アセトアルデヒド　　　CH3CHO 一 10～60 1500
アセトン　　　　　　　　CH3COCH3 13000 10～80 一
メチルエチルケトン　　　CH3COC2H5 5600 1 80
エーテル　　　　　　　　C2H50C2H5 一 60 100
メタノール　　　　　　　CH30H 一 70 4000
エタノール　　　　　　C2H50H 一 60 2300
1一プロパノール　　　　C3H70H 一 55 3100
2一プロパノール　　　　CH3CH（OH）CH3 一 55 2800
1一ブタノール　　　　　C4HgOH 一 一 2640
2一ブタノール　　　　　CH3CH（OH）CH2CH3 一 60 2400
グリセリン　　　　　　HOCH2CH（OH）CH20H一 30 6300
酢酸エチル　　　　　　CH3COOC2H5 一 10 750
酢酸イソブチル　　　　CH3COOCH2CH（CH3）2一 0 480
ベンゼン　　　　　　　C6H6 10 0 一
トルエン　　　　　　　　C6　H5　CH3 20 70 一
フェノール　　　　　　　　C6H50H 一 50 16000
アニリン　　　　　　　　C6H5　NH　2 一 65 23000
安息香酸　　　　　　　C6H5　COOH 180 60 850、
クレゾール（混合）　　C6H4（CH3）OH 10～20 60 12800．
グルコース　　　　　　　C6H1206 一 60 6300
サッカロース　　　　　　C12H22011 一 50 8300
ラクトース　　　　　　　　C12H24012 一 ＞40 7500
可溶性でんぶん　　　　（C6HloO5）即 一 7 7200
セルロース　　　　　　　（C6HloO5）躍 ㎜ 40 一
封　　素　　　　　CO（NH2）2 一 30 一
グリシン　　　　　　　NH2CH2COOH 一 50 200
グルタミン酸　　　　HOOCCH2CH2CH（NH2）COOH一 50 600
アラニン　　　　　　CH3CH（NH2）COOH 一 一 70
メチオニン　　　　　CH3SCH2CH2CH（NH2）COOH一 一 450
アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム　RC6H4SO3Na 3～10 一 一
アルキル硫酸ナトリウム　　　　　　ROSO3Na 5 一 一
＊魚類による急性毒試験。薬品を含有する水で魚を96時間飼育し，その50％が死亡する濃度。
＊米酸素を特別には供給しない条件下，20℃で5日間好気性微生物と接触させた場合の分解性。
　　BOD値をもとに算出。一　データなし。
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